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1 は じめ に

1 86 8 年 に 発足した明治政府 は､ 西洋近代国民国家をモ デ ル とし て 国家の統治シ ス テ ム を整

備する｡ そ の 中 で ､ 太古から連綿と同
一

領域内に おい て 同
一

の 国民が住み続け てきたと い う想

像の共同体を支え る国民ア イデ ン テ ィ テ ィ を作り上げるため に ､ 天皇を中心に位置づ け､ 古典

的な政治 シ ス テ ム を象徴的に復活させた｡ ま た､ 国家と天皇を同
一

視 し､ 両者が継続的に ｢ 国

体｣ とし て節合され る日本近代国家 シ ス テ ム で は, 天皇 へ の 忠誠が重要で あ っ た｡ そ れ ゆえ ,

それ を具現化 した歴史的人物の顕彰は国民アイデ ン テ ィ テ ィ 創出の 重要な手段となり､ とりわ

け楠木正成の 顕彰は近代国家 シ ス テ ム 以前の状況とも関わ りなが ら最 も重要視された｡ 1 8 7 0

年 に湊川神社が創建され､ 19 0 0 年 に宮城前に銅像が設置され ると楠木の忠誠は可視化され ､

こ れ らは天皇 へ の忠誠を商暮す るため の 重要な装置とな っ た ( 森 20 0 7) ｡

森 (20 0 7) で は､ こ の銅像 は西洋の 他者と して位置す る日本の ア ン ビ バ レ ン ス ､ す なわ ち西
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洋的枠組みに お い て しか日本的なるもの を表現で きな い と い う ､ 当時 の 日本がおかれた矛盾が

反映され て い た こ とを明らか に した ｡ そ の後､ 1 9 0 5 年の 日露戦争で の 勝利以後に は日本的な

るもの と近代の再定義がなされ (西川 2 00 1) ､ 1 9 1 0 年か らの 南朝正閏論争で は楠木が属した南

朝の正統性が主張され た ( 山崎 191 1) ｡ こ う して 絶対化され た楠木は ､ 継続的な実践を通 して

国家との 関係を常に確認 し強化す る必要が あ っ た｡ そ の 重要な契機の
一

つ が､ 1 9 3 5 年 に 開催

された楠公六百年記念祭だ っ た｡ 本来なら楠木正成没後六百年は 19 3 4 年 で あり､ 実際､ 楠公

を紀る大阪府千早赤阪村の 観心寺で は
一

足先 の 1 93 1 年 5 月 に 六百年祭式典を執り行 っ て い る｡

しか し､ 本事例を はじめと して ､ 大阪朝日新聞社や大阪府内で の 式典の多くは 19 3 5 年 に行わ

れた ( な お ､ 両者の 関わりに つ い て は別稿を用意す る予定で ある) ｡

楠公六百年祭が こ の 時期に行われ た こと に は､ 重要な意味が ある と考えた い ｡ 1 9 3 1 年 に満

州事変を引き起こ し中国 へ の侵略を徐 々 に 開始し て い た ｢ 非常時｣ の 日本 に と っ て ､ 日本 の文

化的象徴の強化は柔らかな フ ァ シ ズ ム の 方策として 機能 した ｡ 1 9 3 4 年 に は弘法大師が日本文

化の 創始者とし て 日本 と節合され ､ 展覧会を通じて それが人 々 に示され て い た ( 森 2 00 5) ｡ そ

して ､ 1 9 3 5 年 に は楠木､ 1 9 3 6 年 に は聖徳太子が 同様に取り上 げられ ､
そ れ ら に 関わる事物が

展示され る大 々 的なイ ベ ン トが行われた の で ある｡ ま た ､ 1 9 4 0 年 の 皇紀二千六百年を目指し､

日本青年館に事務所を置く建国祭本部で は ､ ｢ 神域｣ と して 橿原神宮を改修す る計画を立 て ､

全国に 趣意書を配り賛成者の記名調印を 19 3 5 年か ら求め て い た｡

こ う した背景で開催された楠公六百年祭は ､ 湊川神社史とい う視点です で に紹介され てきた

(藤巻 19 3 9 ､ 森 田 19 8 7) ｡ し か しそ こ で は､ 湊川神社の 外側で商業的な 目的を含みなが ら執り

行われたイ ベ ン トの数 々 は､ あ まり紹介されて い な い ｡ 本稿 で 紹介す るよう に ､ こ の イ ベ ン ト

に は､ 神戸市や神戸新聞社とい っ た複数の エ
ー ジ ェ ン トの イ ベ ン トが平行 して い た｡ 神戸市は

同年に観光博覧会､ 神戸新聞社は展覧会と銅像の設置を行 っ た ｡ こ う した エ
ー ジ ェ ン トの イ ベ

ン ト に よ っ て ､ 市 ･ 区 ･ 町 とい う地理的スケ
ー

ル で の実践が喚起され､ そ れを通して ､ 国家と

いう ス ケ
ー

ル で の ア イデ ン テ ィ テ ィ が作りあげられ て い っ た と考えた い ｡ 湊川神社に よる国家

的な祭紀と平行して行われたイ ベ ン トが ､ どの よう に ロ
ー カ ル な ア イ デ ンテ ィ テ ィ を呼び覚ま

しなが ら､ ナ シ ョ ナ ル な ア イデ ン テ ィ テ ィ へ と ス ライ ドして い っ た の かと い う問題は ､
ナ シ ョ

ナ ル と ロ ー カ ル の節合を問う いくつ か の近年の試み に共鳴して い る (｢ 郷土｣ 研究会 2 00 3) 0

そ こ で本稿で は､ 楠公六百年祭そ の もの の 分析は ひ とまず横に置き､ そ れ に平行して 行われ

た神戸観光博覧会と神戸新聞社の展覧会および銅像設置運動に注目する｡ 資料として ､ 観光博

覧会の 報告書と 『神戸新聞』 の 記事を用い る｡

2 日霧戦争三○周年と いう契機

19 35 年 は ､ 勝利を収めた日露戦争からち ょ う ど三○周年 に あたる ｡ こ の 戦争で の 奇跡的な

勝利が ､ 日本 に西洋とは異な る近代化の想像を可能に した｡ そ して こ の 戦争以降､ 日本は戦争

を経験して おらず ､ 非常時を迎えた日本は栄光の戦争の 記憶の風化とも対峠して いた ｡ 紙幅 の

都合で 全国的なイ ベ ン ト の 詳述は避けるが､ 例え ば日本帝国海軍が パ ル チ ッ ク艦隊を倒した

19 0 5 年 5 月 27 日 か ら ち ょ う ど 30 年後 の 19 3 5 年 5 月 27 日 に は､ 東京 の芝公園に は天皇が行

幸し祝賀の 式典が執り行われ ､
ま た各地で も同様の式典が開催され るな ど､ 日露戦争三○周年

の 式典はこ の 時期の 日本に と っ て とりわけ重要な意義を持 っ た ｡
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神戸市で はそれ の お よそ 2 ヶ 月半前の 3 月 1 0 日 に ､ 早朝から市内八 区の 各校で お よ そ六万

人の男女学童が日 の 丸の 小旗を打ち振りながら街頭行進を行い ､ 夜 に は市内の いく つ か の場所

で講演会が開催された上 に ､ 二 万
一

千名の歴戦者に対し記念の 手拭いが贈呈され た｡ ま た神戸

新聞社は 3 月 9 日 よりそ ごう百貨店地階で百余点の写真をもとに 日露戦役懐古写真展覧会を開

き､ 翌日 に は兵庫大開小学校で日露戦争の戦況を講演する懐古講演会の 他､ 神戸市連合少年団

二百名に よる自転車隊ラ ッ パ 行進を挙行した｡ 後述す るよう に こ う した若年層の巻き込み は

｢第 二 国民｣ の ア イデ ン テ ィ テ ィ強化に も役だ っ た｡

しかも当時､ 楠木正成は戦術に 優れた軍人として の評価を得て い た ｡ した が っ て ､ 楠公六百

年祭は軍隊との 関わりを持 っ た し､ そ の 関わりを積極的に人 々 に 示した ｡ 実際､ 1 8 8 3 年 に行

われた五百五十年祭式典に は ､ 陸軍第四師団が神前軍楽の 奉納を行 っ た ｡

1 9 3 5 年 3 月 に は楠公六青年祭奉書会長で ある勝田神戸市長が､ ｢ 海軍を代表 して 参拝され る

声は国民精神作興の上に最も意義ありまた祭典当日の神戸港に軍艦碇泊海軍思想の 普及に 効果｣

(『神戸新聞』 19 3 5 年 3 月 5 日) もあると い う こと で
､ 祭り の 当日帝国軍艦の 神戸港派遣す る

よう呉鎮守府 に送達し､ 先方より 3 月 24 日 か ら 2 8 日 ま で神戸港 へ 整備戦隊旗艦 ｢天龍｣ を派

遣す ると い う回答を得て い る｡ ま た､ 日露戦役三十周年と大橋公殉節六百年祭を記念した兵庫

県の郷土軍篠山連隊三有名が ､ 3 月 16 日 と 1 7 日 に ｢ 日露戦役三十周年大桶公六百年祭記念連

合演習｣ と して 空軍陸軍の 連合演習を行 っ た ｡ 1 6 日 に は宝塚市で 雨中に野外演習を行い ､ 伊

丹町に移動 して 国防婦人会員や小学児童らの 歓迎を受けながら小学校に 入り昼食を取 っ た後､

川辺､ 武庫､ 西宮 の 育訓生
一

千名と合流し､ 東軍と西軍に分かれ て ､ 再度連合演習を行 っ た ｡

翌 日 に も神戸市の会下山で合同演習を再度行い ､ 蓮池小学校で昼食を取り､ 国防婦人会員の 慰

問を受けながら家族 との 面会を行 っ た｡ 篠山連隊から の三有名は神戸市出身者が選ばれたが ､

こ れ は家族と の面会の 機会を与えるため で あ っ た｡ その 後神戸市中を行進 して 湊川神社に参拝

し､ 市立第 二高 で神商大附属将校池田大佐が湊川合戦の 状況を講演 した｡ こ の講演で は楠木正

成の 天皇 へ の忠誠と犠牲の 尊さが語られた｡

重要な の は
､
こ の連合演習に は地元の 青少年が参加し､

一

般人 の観覧が許された こと で ある｡

しか も､ 国防婦人や小学生 とい っ た戦争中に は銃後を守る人 々 の積極的な支援も求め られた ｡

こ う して ､ 非常時に おける ｢ 国民｣ の 責任が確認された の で ある｡

銃後の 心得は ､ 軽巡洋艦天龍の
一

般拝観や そ れ の 報道を通して も伝え られ た｡ 天龍は 2 4 日

に 神戸港に 入港 し
､ 繋留停泊して おり､ 25 日 に

一

般 は如何が許され た ｡ 新聞記事に よる と

｢朝来在郷軍人､ 青年団､ 学生､ 生徒らを始め多数の人々 が続 々 と押 し寄せ艦上は大賑ひ｣ だ っ

た と い う｡ そ こ で は､ 大砲や魚雷の 操縦方法の ほか ､ 国防費の 必要性が説かれただけ で なく､

戦艦内の 生活に お ける生活水の 貴重さも強調され､ ｢ 見学 の婦人連 ｢水道の 水も粗末に 出来ま

せんな ! ｣ と顔を見合せ て感嘆した｣ と記事に は書かれ て い る｡

3 楠公六百 年条記念神戸観光博JE 会という エ ー ジ ェ ン ト

(1) 集め られる物品

楠木正成を国民的英雄と して いく実践は､ 国家的な行事だ け に見られ る の で はなく､ ロ
ー カ

ル な行政単位で も行われ て い た｡ そ の
一

つ が神戸市を中心と して ､ 大楠公六百年祭に並行 して

行われた ｢楠公六百年祭記念神戸観光博覧会｣ で あ っ た ｡ こ れ は 19 3 5 年 4 月 1 日 か ら 5 月 30
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日 の合計 50 日間行われ ､ そ の 目的に は ｢
一 つ は国民精神の 作興を図り

一 つ は以 て 産業の 交流

を企図せ ん｣ ( 神戸観光博覧会 19 3 5 , 1) とさ れた｡

こ の博覧会に 向け て ､ 日本市臨時観光施設調査委員会に よ っ て博覧会協会が承認された の が

19 3 4 年 11 月 19 日 で あり､ 同年 12 月 22 日 に発起集会が行われた ｡ 発起人に は兵庫県知事を

はじめとする県関係者や､ 日本郵船神戸支店長､ 大阪商船神戸支店長､ 市臨時観光施設調査委

員な ど 57 名 が名を連ね て い る｡ そ して ､ 神戸市長勝田銀次郎が博覧会長を努めた ｡ 予算は 1 0

万円とされた｡

会場は湊川公園会場､ 六甲山会場､ 福厳寺会場の 三 つ が設 けられ ､ 湊川公園会場は観光館､

楠公館､ 歴史館､ 物産館､ 余興館を含んだ｡ 第
一

会場､ 湊川公園会場は､ 楠木正成の古戦場で

あり､ 立地や背景となる六甲山の 色合い を考慮して 選ばれた ｡ ｢ 楠公六百年祭記念観光博覧会｣

の赤色大文字を掲げた入り口正面に は神戸の名所とされ る布引の 滝の高さを三分の
一

､ 幅を十

分の
一

に した ミ ニ チ ュ ア が作られた｡ 夜間に は五色の 照明灯で ラ イ トア ッ プ された｡

そ の 向か っ て 左手に は､ 木像掘立平屋造の漆喰塗仕上 げの 観光館が置かれた｡ 観光館に は､

各自治体や団体､ とく に鉄道省観光局から の出品の 申込が殺到して い た の で ､ 建設費二千五百

円をかけ て 新た に第 二観光館を設け､ 鉄道省の出品に対応し､ ま た特設館が設けられる こ とが

決定された ｡ 新たな観光館の 半分は売店とし て用 い られ る こ と に な っ た｡ 第
一

観光館で は長崎

市､ 北陸都市連盟､ 山梨県景勝地協会､ 兵庫県観光協会とい っ た各県､ 各市の 観光協会や観光

課 ､ 南洋郵船､ 日本郵船､ 南海電鉄や ､ 山陽電鉄, 阪神急行､ 六 甲 ロ
ー プ ウ ェ ー

､ 神有電鉄､

摩耶ケ ー ブ ル ､ 赤穂鉄道､ 洲本町, 姫路市､ 阪神電鉄､ 摂陽商船な どの交通会社､ ホ テ ル ､ ト
ー

マ ス ･ ク ッ ク商会な どが各地の風景や沿線な どの名所などを パ ノ ラ マ ､ ジオ ラ マ 模型で提示し

た｡ ま た第 二 は､ 先述の 通り鉄道省観光局と国際観光局の 出陳品が並 べ られ た｡ こ れら の展示

は ､ 日本 の景勝地を館内で味わう ことが でき､ まる で 日本を観光 して い るよう で あるとされた ｡

滝の 右手に は楠公館が置か れ､ 湊川大合戦､ 正成幼時の修学､ 後醍醐天皇か ら始め て召され

た正成､ 赤坂城の 戦､ 千早城の戦､ 正成公の聖駕奉迎､ 楠公父子の 別れ ､ 正行が母の訓戒を受

ける場面､ 正行の 出陣､ 瓜生野の戦､ 四条畷の戦の十場面が パ ノ ラ マ で展示され た｡ そ れ に よ

り､ 楠公父子の 忠誠が視覚的効果を伴 っ て 示されると考え られた の で ある｡

噴水前の 歴史館は ｢大桶公の没後､ 大桶公思想が日本国民に 如何な る影響､ 感化を与 へ たか

を如実に知らせ よう- との 方針の もと に｣ (『神戸新聞』 19 3 5 年 4 月 6 日) 物品が収集され た｡

こ こ に は､ 瀧野の 脇坂家が所蔵す る大桶公愛用の南蛮鉄製兜や ､ 全国か ら集めた貴重な資料 ､

国法､ 湊川神社の宝物も展示された｡ さ らに ､ 数千百の 楠木に因む史料も年代順に 陳列された｡

こ れ らの 史料は 二 つ に大別される｡ 第
一 は古代から現代に い た るま で の ｢ 郷土資料｣ で ､ 神戸

市初等教育研究会手工部に 委嘱して 作成された ｡ 第 二 は､ ｢ 大桶公関係及大桶公祭典年譜｣ と

称された もの で ､ そ れ に は資料的 2 00 筆､ 絵画 20 点､ 写真 30 点が含まれる｡ 具体的には楠木

に かか わる史料 (吉田松陰や旅人の 参拝､ 大桶公五百年祭 ､ 碑域拡張等) ､ 横山大観をは じめ

とす る六十人の 大家の筆に よる楠公讃迎画､ 神戸市内小学校の 図画の教員が描いた楠木に因む

洋画と日本画､ さ ら に豊臣秀吉の検地の史料､ さ らに 全国各地の楠公社写真な どが含まれる｡

こ う した文献資料の 内で も､ 湊川上流絵巻､ 会下山絵巻､ 大桶公画像､ 正成公所用の 矢筒､

霧山城祉実測図､ 東御所実測図､ 楠公史蹟図文禄三年片桐市正検地､ 秀吉朱印状､ 南狩録､ 大

日本史編纂記録な どが見る べ きもの とし て新聞紙上で 紹介された｡
一

見 して 分か るよう に ､ 楠

木 に関連しな い豊臣秀吉関連の 文書 (大地震の復興等で神戸の発展に 尽力したと の理由) ま で

-
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ー

カ ル ･ 資本一

陳列され て い るが ､ 注意す べ き事は､ ｢ 今日全日本に溢る ､ 大橋公精神発揚の源泉は遠く之等

の 人 々 に遡り得 べ きもの｣ で ある史資料が､ 大 日本史編纂記録とい う ､
す ぐれ て 日本の

一

国史

を顕示す る書物と併置され て い る こ と で ある｡ そう する こと で ､ 楠木は日本の単線的な歴史の

中に位置づ けられ る｡

物産展は日本全国の特産品を模型や漫画を応用して 陳列 した｡ とりわ け ｢産業の 日本｣ と名

づ けられた模型は､ 日本各地の名所､ 旧跡､ 風俗､ 大工場な どに あわせ て ､ それ ら の生産品､

土産品等を動的か つ 漫画風に展示し､ 模型前の ケ
ー

ス に は各地の 土産物や工芸品等が陳列され

た ｡ こ れ に より日本の 産業の ｢躍進状態や観光地等が会得出来る｣ (神戸観光博覧会 19 3 5 ､ 1 3)

とさ れた の で ある｡ こ の ｢ 産業 の 日本｣ に は東京市をの ぞ い て は ､ 西日本 に ある各市役所から

の ほか ､ 企業か ら工業品が送られた｡ ま た､ こ の 模型を統計的に 示した ｢産業日本の現状｣ も

設置され ､
全国の 工場数､ 職工数､ 工産額及び対外貿易額を､ 工業別や主要港別に点滅す る電

器装置で 示した ｡ こ う した物産は､ 海外か らの 来訪者に対 して 日本の 工業力を示す もの と して

も認識され て い た ｡ さ ら に ､ こ こ で は神戸市の 土産物と して ､ 磯馴味噌､ 甲南漬､ 漆器､ 陶器

の ほ か
､ 新 しく発案され た六 甲ス キ

ー

餅や楠木に因んだ忠孝菓子､ 菊水鰻頑も販売された. そ

の他会場中央東側に は､ 常設音楽堂を臨時に拡張した余興館を建設 し､ 舞台 で の イ ベ ン トに 対

応 した｡

第二会場 ､ 福厳寺会場で は､ 同寺が ある兵庫区内の小学校児童が共作した 二十四場面の楠木

の絵巻が展示された ｡ ま た､ 太山寺か ら出陳された国宝の法華経三十二巻､ 国宝佐 々 木四郎の

甲宵､ 京都南禅寺の ｢後醍醐天皇臨幸録｣ ､ 楠公関係の 書画二十八軸が展示された ｡ こ こ で も

庭隅の地蔵堂で ､ 後醍醐天皇が楠木正成を召した場面の ジオ ラ マ が置かれ ､ ま た広場に設けら

れた余興場で は ､ 兵庫区の青年達が隠し芸を披露した｡

第三会場､ 六 甲山会場は六甲山の 植物園内に設けられ､ 参考館､ 山岳館､ 余興館が建設され

た｡ 参考館で は､ 博物学の珍し い参考品､ 例えば､ 動植物の標本が陳列され た｡ ま た山岳館で

は六 甲山や日本各地の 山岳の山岳写真数百枚の 他､ 外 に 明治初めに 六甲山を開い たと言われる

ブ ル ー ム 氏 の遺品な どが並 べ られ た｡

(2) 具体的な過程

19 3 5 年 3 月 1 日 の 神戸新聞記事に は ､
観光博覧会を間近に控えた協会の 状況が詳しく紹介

され て い る｡ そ れ に よると ､ 1 9 3 5 年 3 月 の 時点で ､ 会場の 湊川公園で は設備の設計が終わり､

勧業館か ら水族館に わた る土地を四角に区切 っ て板塀の工事に着手 して いた ｡ 広告活動に 関し

て は､ 協会は縦四尺､ 横三尺の 三色刷りの ビ ラを 一 万枚印刷 し､ 全国の 自治体や諸団体に送付

して いた ｡ ま た､ 莱 の 他､ 神戸市内の 三十余りの寺の史蹟や伝説地の 詳細な解説を加えたリ
ー

フ レ ッ トを配布す る準備を整えて い た ｡ さ ら に ､ 神戸市電の車両内に は セ ロ フ ァ ン製 の宣伝紙

を貼付した ｡ こ の他､ 博覧会が迫 っ て くると､ 姫路､ 岡山､ 大阪な ど近畿地方の都市に大ア
ー

チ､ ア ドバ ル ー ン ､ ネ ッ トサイ ンを設備し､ 特 に 阪神間
一

帯 に は飛行機を用い て空から官伝 ビ

ラをまき散らす こ とま で 述 べ られ て い る｡

実際 に は､ 2 月 よりポ ス タ ー ニ 万枚が全国関係各方面に送られ ､ セ ロ フ ァ ン の ポ ス タ
ー 五千

枚が市内や近郊の 街頭および ､ 交通機関等に貼付された ｡ ま た､ 中吊ポ スタ
ー 三千枚も市電､

市 バ ス ､ 京都市電等に貼られた｡ 岡山市､ 吹田市､ 神崎市に野立看板が ､ 市内各所に街頭看板

が ､ 神戸駅前 に は宣伝看板が置かれた｡ そ の他､ 宣伝 マ ッ チ が 二十万箱作られ市内や近郊に配
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ら れ
､ 駅弁 の ビ ラ に も広告が 印刷され て い る ( 神戸観光博覧会､ 1 9 3 5) ｡ さ ら に神戸市内で は

大倉山､ 三角公園､ 相生橋ガ
ー ド下､ 神戸取引所前の主要場所に華麗な宣伝塔が姿を現 し観光

博の雰囲気を盛り上げ て い た ｡

4 月 1 日 から三 つ の 観光博会場に自､ 赤､ 紫､ 黄､ 緑の 総計五千個の 電球が設置され始め､

1 3 日 の 完成に ともな い 点灯さ れた｡ 第二 会場の 福厳寺の 周辺で は､ 観光博覧会 に向け て独自

の取り組みも行 っ て い た ｡ 周辺の寺院はそれ らが持 つ 宝物の 展示を行い ､ ま た周辺の 切戸南逆

瀬の商店街や御崎八幡薬仙寺附近に至る商店街は揃い の 提灯で電飾 し､ 馬上 の 大桶公や菊水の

紋様を描い た旗を つ る し､ 協賛の 意を表 した の で ある ｡

入場券の 前売り券は､ 3 月 8 日 から神戸市各区長を通して 販売され始めた｡ 前売り券の 大人

は当日券より十銭安い 20 銭､ 小人は五銭安い 10 銭 で あ っ た｡ ち な み に ､ 当時の 公務員の 初任

給は七五円､ コ ー ヒ ー
ー

杯 が
-

五 銭で あ っ た ( 週刊朝日 1 98 7) ｡ ま た ､ 観光博覧会と大桶公六

百年記念祭に 多くの 観光客の 訪問が予想された神戸市セは､ そ れま で の 土産物で あ っ た牛肉と

瓦せ ん べ い の他 に新たな土産物を開発する ことが神戸市観光課と商工 課で 議論された ｡ こ れを

受け て ､ 3 月 9 日 に 土産品協会が発足し､ 博覧会の物産陳列館を新しい土産物で 飾る こと ､ 及

び将来協会経営の 土産物陳列館を元町通りの繁華街に設ける こ と等を申し合わせた ｡

会場建設の た め の地鏡祭は 2 月 20 日 に行われ ､
4 月 11 日 の 開会式に 向け て 突貫工事が進め

られ た｡ 開会式に は九有名強が招待され､ 開会式当日は雨天で あ っ た が空席が な い ほ ど に多く

の人が詰めか けた と言われ て い る｡ 式で は ､ 内務大臣､ 文部大臣､ 兵庫県知事､ 神戸市会議長 ､

神戸商工会議所会頭､ 出品人総代が挨拶を行い ､ ま た鉄道大臣と台湾総督府長官か らの 祝電も

披露された｡

開催直後の 4 月 14 日 に は歴史館西側入り口の古代の歴史に 関す る陳列場で ､ 天井や壁代わ

りの垂れ カ
ー

テ ンを っ た っ て の雨漏りが起 こ っ た が 大きな問題はなく終了 した｡ 団体で の 訪

問も多か っ た よう で ､ 近畿
一

円からもあ っ た が､ 神有､ 山陽そ の 他の 郊外電車沿線か らが最も

多か っ た ｡ 4 月 28 日 に は淡路島に あ っ た津名郡女子青年団が観光博覧会を訪れて い る ｡ 彼女

らは観光博覧会を訪れた後､ 大阪河内の観心寺を訪れ､ 後村上天皇御陵も参拝して 同所に
一

泊

し､ 翌 日は橿原神宮､ 畝傍を参拝して ､ 当所 で さら に
一

泊､ 3 0 日 に吉野山と小橋公達蹟を巡 っ

て 神戸発汽船で 帰宅した ｡ こ う した団体入場者の最高記録は 5 月 6 日 に紡績高砂工場の女工千

七百名､ 7 日 に神戸若松小学校生徒二千名が来場したときだ っ た｡

4 月 23 日 か らは国際観光デ
ー が始まり ､ 神戸､ 京都､ 横浜､ 名古屋と い っ た観光にゆかり

の ある日本中の 2 5 都市 でイ ベ ン トが行われ た｡ 神戸市の観光博 で もこ れ に 併せ て ､
2 3 日 に は

入場者 に対し先着順に より土産品の贈呈､ 24 日 は同様方法で マ ッ チ
ー

袋の 贈呈 ､ 25 日 に は同

様で絵葉書
一

組の 贈呈 ､ 2 5 日 の 夜は観光映画の上映と記念ス タ ン プ の押捺が行われた ｡ こ れ

に あわせ て 24 日 は 1 万人以上 の 来訪者があ っ た｡

観光博覧会の 記録文書や神戸新聞か らは ､
こ の 会期に どれほ どの 人が訪れ､ どれ だけ の収益

が あ っ た の か明らか で はな い ｡ しか し､ 神戸新聞の記事 で観光博が始ま っ た 4 月 11 日 か ら 5

月 6 日 ま で の 26 日間で
､ 湊川公園会場で の入場者数は 18 万人 に な っ て い る こ とを紹介するも

のが ある｡ そ れ に よる と､
一 日平均の 入場者数は七千人となる ｡ ま た､ 入場者数の最高記録は

5 月 5 日 の 日曜日 に作 られ 1 万 6 千 1 21 人 だ っ た
一

方 ､ 最小記録は雨天だ っ た 4 月 1 1 日 で

1 34 6 万人だ っ た｡ 最高 の 入場料売り上 は 4 月 1 4 日 に達成され ､
2
,
5 6 5 円3 0 銭 で あ っ た ｡ とく

に
､ 会期後半 は楠公六百年祭に近づく状況だ っ た の で ､ 入 場者は尻上がりに増加した｡ 入場料
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金の ほか に郊外電車､ バ ス な どの連絡券から の収入 を加味する と､ 合計は 9 万円強に なると試

算され ､ さ ら に観艦式記念港漕博覧会から の補助金二万円があ っ た か ら ､ ｢ こ の 博覧会は儲か

ると い ふ結論に達す る｣ (『神戸新聞』 1 93 5 年 5 月 7 日) とされた ｡

4 エ ー ジ ェ ン トとしての マ ス ･ メデ ィ ア
ー 神戸新聞社を中心 に

(1) 楠公 の書

こう した楠公の イ ベ ン トの実行と そ の 情報の 流布､ さ ら に楠木に 対する感情の 形成に大きく

関与した の が マ ス ･ メ デ ィ ア だ っ た｡

た とえ ば､ タイ ヘ イ レ コ
ー

ドは楠公を讃える レ コ ー ドを出版 した｡ こ れ に は詩吟､ 筑前琵琶､

朗踊､ 映画説明､ 舞踊新小唄 の ほか ､ 唱歌､ 童謡舞踊､ 教育劇な ど子供向けの もの も含まれ て

い た｡ タイ ヘ イ レ コ ー ドだ け で な い ｡ コ ロ ン ビ ア は
､
中野忠晴を表看板に ｢ 大桶公の 戦｣ と新

民謡の ｢ 楠ま つ り｣ を
一

枚
一

円五十銭で 売出した｡ テ イ チクは､ 楠公会推薦国民歌の ｢大楠公｣

や琵琶歌 ｢大桶公の 至誠｣ を
一

円 で売り出した｡ こ の他､ ニ ッ ト
- は子供をタ

ー ゲ ッ トに した

童謡 ｢楠公さま｣ 金の鈴子供会の 合唱 ｢ 青葉茂れる｣ を表裏
一

枚 で
一

円､ ビ ク タ
ー

は流行歌手

藤山
一

郎 の ｢ 大桶公の歌｣ 四家文子独唱 ｢ 青葉茂れる｣ (
一

円五十銭) を ､ 以前から引続い て

販売した ｡ こ う した楠公に 関する レ コ ー ドは楠公に 因んだ場所の 中で も､ 大 々 的なイ ベ ン トを

行 っ て い た都市部の神戸市が重要なキ ャ ン ペ
ー

ン地 で あ っ た ｡ 実際､ テ イ チクは新開地を中心

として 百 二十件の特約店を持ち
､
大 々 的な宣伝活動を展開して い た｡

ま た ､
1 9 3 5 年 の 5 月 に行われ た六百年祭に 際して は､ 楠公 に関す る ラジオ番組も大阪中央

放送局に よ っ て放送された ｡ 5 月 2 1 ､ 2 2 ､ 2 3 日 の 毎夜 6 時から国史物語 ｢ 大桶公三部曲｣ ｢ 菊

水の 旗｣ ｢ 七生報国｣ の連続物語が行われた ｡ さ ら に ､ 2 2 日か ら の 四日間は新形式の マ イク ロ

フ ォ ン
･ ロ ケ ー シ ョ ン ･ シ ス テ ム に よ っ て ｢ 大橋公史蹟巡り｣ と い ふ番組が実況中継で放送さ

れた ｡ 具体的に は
､
2 2 日午前十

一

時か ら大阪女専教授の 魚澄惣五郎が楠公誕生地で講演を行

い ､ ま た山本旭錦師の ｢鳴呼正成公｣ と長唄 ｢ 大桶公｣ が そ こ か ら放送された ｡ 2 3 日 は､ 千

早城祉の上空機上 より楠公研究家藤田精
一 と三上参次が講演を行い ､ ま た叶太夫の義太夫が放

送された ｡ 2 4 日午前十
一

時 か らは､ 東候村楠姐庵より大仏次郎が ｢家庭の 大楠公｣ と中村孝

也が ｢楠公夫人｣ を講演し､ ま た宮川松安の浪花節 ｢大桶公と杉本左兵衛｣ が放送された｡ 最

終日 で あ り
､ 楠公六百年祭の 当日 で もある 2 5 日 は午前十

一

時 から湊川神社と福厳寺から六百

年記念祭典実況を行う と同時に ､ 宮地直
一

に よる臨地講演が放送された ｡ ち な み に 26 日 に は､

河内観心寺で 六青年祭大法要があり､ 舞台劇 ｢ 正成の死｣ の実演が放送された｡

こ の他 ､ 5 月 19 日 に は神戸市連合青年団音楽隊が奉賛の 音楽を演奏 しなが ら､ 永津町の本

部より湊川神社､ 神戸新聞社を経て栄町通を行進した｡ さ ら に ､ 三宮大丸の屋上､ 生 田神社､

観光博会場で も演奏を行 っ た ｡ 楠公 の音は電波と音波を通 して ､ 演 じられ た の で ある｡

音 だけ で な く
､ 活字を通し で情報を積極的に伝えた の が ､ 1 8 9 8 年 に神戸市に作られた神戸

新聞社だ っ た ｡ 以下 で は神戸新聞社の 活動に注目して みよう｡

(2) 楠公史跡巡りと臨地講演会

19 3 5 年 2 月 に は楠木の誠忠を頚得す る詩歌 (漢詩､ 和歌 ､ 俳句) の 募集が行われた｡ 各
一

等 に は 20 円､ 二 等に は 1 0 円､ 三等 に は 5 円､ 佳作 に は メ ダル が贈呈され た｡ 短歌､ 俳句､ 漠
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詩 とも
一

等 は神戸市在住者が獲得したが､ 二 等､ 三等は大阪市､ 京都市な どの近畿
一

円の ほ か､

大分県､ 香川県な どの 在住者も獲得して い る (『神戸新聞』 5 月 10 日) ｡ ま た ､
5 月 18 日 に は

神戸市に ある広厳寺 (楠寺) で ､ す で に募集し て あ っ た数千句から厳選 した入選句を俳画の 名

手で ある松井長平画伯の揮竜に よる冠句画百号あまりの 陳列展観を行う ｢大桶公冠吟画展｣ が

開催された｡

神戸新聞社はま た､ 阪神電鉄､ 阪急電鉄､ 大阪本鉄道を用い て ､ 神戸市と楠公の 生誕地で あ

る河内の楠公史跡を訪れ る ｢楠公史跡巡り｣ を企画した｡ 新聞読者に は ､ 神戸滝道阪神終点ま

たは神戸上筒井阪急終点と梅田､ そ して大阪阿倍野橋大鉄終点と河内長野間の 乗車賃普通
一

円

八十六銭が
一

円三十銭に割引され ､ ま た山陽 バ ス の往復券も割引された｡

さ ら に ､ 同社は 5 月 4 日 に は福厳寺､ 5 日 に は会下山公園と広厳寺で講演会を行い ､
そ の 講

演の い く つ か の 内容が紙上 に掲載された｡ 例 えば､ 陸軍歩兵大佐池田賢十郎に よる ｢戦術上か

ら観た湊川合戦｣ と い う講演で は､ 楠木の戦略が今日の 軍事的見地か らして も優れたもの で あ っ

た こ とが述 べ られ て い る (『神戸新聞』 19 3 5 年 5 月 10 日) ｡ さ ら に ､

大桶 公は す ペ て の 戦 ひ に 芥子の 覚悟 で 出陣せ ら れ た､ こ の 決 死の 覚悟 と い ふ の は 日 本人だ け にあ るも

の で 外国人 に は こ の 精神 が な い の で あ り ます ､ ( 中略) ま づ 第 一

に 決死 と い ふ こ とを考 へ て をる ､ こ

の 精神が わ が 国 の も つ とも偉大な る誇りで あ り､ 且 つ ま た名 誉 とす べ き もの で あ りま す ､ 上 司の 命 に

は 絶対そ む か な い ､ 命令な ら火の 中､ 水の 中で も飛込 む と い ふ 精神 は武人 の 唯 一 の 生命 とす る と こ ろ

で ､ 全く自己の 利害 を か へ り見ず､ 何等の 不平も云 はず に誠 心 誠意命令 を実行す る とい ふ 此の 精神が

武人の 第 一

義で な けれ ば な ら な い (『神戸新聞』 19 3 5 年 5 月 12 日)

と
､ 日本人の精神が戦地に赴く楠木の心持ち にす で に現れ て おり､ そう した日本人の精神を持 っ

て い たか ら こそ日清戦争､ 日露戦争､ 上海事変､ 満州事変を乗り越えて きたとす ぐ後に語 っ て

い る｡ そ して こ う した犠牲精神に基づく日本人精神に よ っ て こ そ現今の 非常時が乗り切られる

の で ある｡

(3) 大橋公展JE 会

こ う した大柿公の精神を物質的に 提示した の が展覧会で あ っ た｡ 1 9 3 5 年 3 月 16 日 か ら､ 須

磨遊園地内の 人形館で神戸新聞社後援によ っ て霧島人形展が開催され た｡ こ こ で は大桶公六百

年祭に 因んだイ ベ ン トが開催された ｡ ま た ､ 同年 3 月 23 日 より 3 0 日 ま で 三越六階で ｢大桶公

展覧会｣ が主催を神戸新聞社､ 後援を海軍省､ 文部省､ 兵庫県､ 神戸市と して催行された｡ 入

場料は無料だ っ た が ､ 後述す る銅像建設の ため の寄付金を集める章銭箱が設置された｡

こ の展覧会 に は絵画や彫刻や文献な どと い っ た寺社や個人が所有する事物が展示された｡ 表

は出陳者をま とめた もの で ある｡ こ こ か らは､ 神戸市から の 出品が多い もの の ､ 近畿､ 中国地

方から の 出品も見られ る｡ 近畿地方は楠公生誕の地で ある河内地方か らが多い ｡ 全体と して は

民間人が所有する事物の方が寺社の それよりも多い ことも分か る｡ 具体的に 陳列された事物は

紙幅の 関係で こ こ で は紹介できな いが ､ 例えば楠本家か らの 出品は ｢天下の 逸品で 国宝以上の

真価あり神戸に は未だ
一

度も出陳された事なく今回初めて｣ (『神戸新聞』 1 9 3 5 年 3 月 19 日)

と紹介され て い る｡

展覧会の オ
ー プ ン に 向け て ､ 会場 に は次 々 と事物が搬入され て い っ た ｡ 1 9 日 に は吉野神宮
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森 正人 1 93 5 年 の 楠木正 成 を め ぐるい く つ か の 出来事- ナ シ ョ ナ ル ･
ロ

ー カル ･ 資本-

か ら ｢ 楠家世譜｣ ｢ 楠正成公の 手紙｣ ｢ 正

成公の 書｣ ｢ 正成公祈願文｣ の 四点､ 同

じく青野山吉水神社か ら ｢大塔宮御所用

御湯呑｣ ｢ 楠正成公所用矢筒｣ ｢ 後醍醐天

皇玉座御写真｣ ｢ 吉水全集｣ 等､ 金剛山

葛木神社より ｢大桶公画像｣ ､ 四 条畷神

社か ら ｢小楯公啄懐詩｣ が搬入された ｡

ま た､ 特 に学生や児童の 教育効果の 向上

を目指 して ､ 湊 川合戦の パ ノ ラ マ 十
一

場

面が設置された｡ 当時の 展示に お い て 積

極的に用い られ て い た パ ノ ラ マ は
､ 見る

者と背景の 間に事物を配置す る こ とで ､

展示 に動的な効果を与える装置だ っ た｡

こ の 会場で は､ 入 り 口を入 っ て 正面に パ

ノ ラ マ が設置され て おり､ そ こ で の 人び

との 経験を方向付けて いく こ とに な っ た

と思われる ｡ ま た､ パ ノ ラ マ で 用い られ

た正成公及び家臣の鎧､ 兜 や ､
そ れ ぞれ

の場面は史実に基づ い たもの だと紹介さ

表 展JE 会 へ の 出品者とそ の 出身地

れた｡ 名前は異なるもの ､ 先述 の須磨遊

園地内の イ ベ ン トで も､ ｢ 楠公婦人｣ ｢ 桜井駅訣別｣ ｢ 小楠公と排の 内侍｣ ｢ 菅原伝授鑑車曳｣

｢ 酒呑童子大江山｣ ｢ 源平扇屋熊谷｣ ｢ 地震加藤｣ ｢ 鶴越逆落 し｣ ｢ 源平
-

ノ 谷合戦｣ 等の歴史物､

戯曲の ほか ､ ｢ 弘法大師波切不動｣ ｢ 親鷲上人石枕｣ ｢ 日蓮上人龍 口法難｣ な ど信仰に関す るも

の ､ さ ら に は ｢ 日露召集令｣ ｢ 日本海海戦の 三笠艦上｣ 等の 戦争に 関す るもの 等の ジオ ラ マ が

設置され た｡

展覧会に戻れば､ 会場が ある六階 へ の 階段中途から､ 千早城を想起させ るデ コ レ
ー

シ ョ ン が

なされ ､ そ れ に よ っ て 来訪者に建武中興や楠木が活躍した時代を感 じさせ よう とした｡ ま た会

場の 正面に は河内の楠批庵に ある大桶公と婦人の 御像を稚 っ た木造の 祭壇を据えた｡ パ ノ ラ マ

もデ コ レ
ー

シ ョ ン も､ 来訪者の会場で の 経験を､ で き る限り主催者側の 意図した方向 へ と導く

ため の 装置で あ っ た｡ 別言すれ ば､ 来訪者の経験は､ こ う した事物の配置に よ っ て方向付けら

れ よう とした の で ある｡

展示会の模様は､ 新聞 の報道に依る しか知り得ない ｡ そ れ に よる と､ 2 日 目の 24 日 に は朝

来の 降雨に もかか わらず続 々 と観衆が会場に蛸集し､ 午後 に は前日 に数倍の に ぎわ いを見せ た

とい う ｡ 3 月 2 5 日 に は学校休暇中の学生､ 生徒, 教職員 ､ 歴史研究家の増加が見られた と言

う｡ 入 口 に設置され た祭壇や湊川合戦大 パ ノ ラ マ に人びとは ｢敬度と感嘆の 気分｣ を感じ､ と

く に会場内の事物で は､ 天野山金剛寺か ら出品された楠公父子決別に関わ る ｢銀鞘龍文の短刀｣ ､

吉野神宮が出品した楠木正成の画幅､ 祈願文､ 楠木家の 世譜､ 楠木 の手鏡が混雑して い た と言

う｡ ま た､ 入り口の 祭壇､ 会場中央の大桶公木像と正季以下十六士 の霊牌 に は礼拝する姿が あ

り､ ｢ 場内 に楠氏誠忠に は対す る敬度の 気｣ (『神戸新聞』 19 3 5 年 3 月 26 日) が漂 っ て い た と

紹介された｡
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翌 2 6 日 に は さら に 人出が増し､ 終 日, 会場は動きが取れな い ほ どの 混雑ぶ りだ っ た と報道

された ｡ ま た､ 本当な の かと思 っ て しまうが､ 毎 日 の よう に会場 に足を運ぶ熱心 な人もい たと

され る｡ こ の 26 日 より､ 場内で はタイ ヘ イ レ コ
ー ドが出版した新小唄 ｢楠公ま つ り｣ 新流行

歌 ｢輝く忠誠｣ 童謡 ｢ 楠公をどり｣ 唱歌 ｢ 大楠公｣ 映画物語 ｢ 正行公と耕の 内侍｣ 詩吟 ｢大楠

公｣ 琵琶 ｢大楠公｣ 教育劇 ｢ 大桶公観心寺の 巻｣ 浪曲 ｢大楠公｣ の レ コ
ー ドが かけられた｡ こ

の よ うな音楽 に より ｢ 来場者に
一

層潤ひ 多い 気分を豊か に して ゐ る｣ が､ ｢ 場内多数の 陳列出

品か ら来る敬度な感情は旺溢 して今更に楠公の偉業誠忠を思はすもの 多く満堂尽忠偉烈護国の

精神教育の史料の 充実を語 っ て止ま ぬ｣ (『神戸新聞』 19 3 5 年 3 月 2 7 日) と ､ 展示物を丁寧に

見る こ との 必要性と､ そ れを通し て の国民教育の 重要性がは っ きりと語られ て もい た｡ ナ シ ョ

ナ ル な ア イ デ ン テ ィ テ ィ滴養に ､ 神戸新聞社の 出版資本主義 ､ タ イ ヘ イ をはじめとす る音楽産

業､ 三越と いうデ パ ー トが エ ー ジ ェ ン トとして
､
あ る い はそ れ らの総体として の エ ー ジ ェ ン シ ー

が 関係して い た の で ある｡

(4) 銅像設置

展覧会は会期が過ぎれば撤収される｡ 日常的に大桶公精神というイ デオ ロ ギ
ー の 呼びかけを

行う ため に は､ 恒久的な装置が有効で ある｡ こ の た め に ､ 1 9 0 0 年 に 宮城の 二条門前に楠木正

成の 銅像が建立 されたが ､
そ の 他に楠木の銅像は建て られ て い なか っ た｡ 1 9 3 5 年 5 月 10 日付

の 『神戸新聞』 に掲載された湊川新開地周辺の ある店主 の 言 に よると ｢ 自分は大桶公戦死の 地

神戸に公の 銅像の な い の を遺憾とし て そ の建設実現を常に念願して ゐた｣ と あり､ 楠木の 死地

で ある神戸で の銅像の設置がある人 々 からは求められ て い た らし い こ とが分かる ｡

詳細は不明だが ､ 神戸市内の いく つ か の学校の 校庭に はす で に こ の 時点で は楠木の 銅像が設

置され て い たと思われ る｡ と い う の は､ 1 9 3 5 年 5 月 2 0 日 に ､ 神戸市の 蓮池尋常小学校で は ､

銅像祭りが行われ て い るか らで ある｡ こ こ で は､ 校庭内の 楠公銅像前を各学年の 書い た ｢ 非理

法権天｣ の 旗印
､
楠公 に 関係した絵画や書道の 作品を貼付した灯篭で飾り つ け､ そ の 前 に全校

児童が整列して ｢大楠公奉賛歌｣ を合唱し､ 楠木 に関する映画会を開い た ｡

楠公六百年祭に 際して ､ 1 9 3 5 年 に湊川神社の 近くに ある湊川公園に 銅像が神戸新聞に よ っ

て 設置された ｡ こ の 企画は ､
1 9 3 4 年 5 月 の湊川神社例祭前後に社内会議で決定され た｡ こ れ

を受けて 社内に建設委員が設立され､ 銅像原型の 製作が構造社の斎藤素厳に委嘱された ｡ 斎藤

は翌 6 月下旬に神戸新聞社を訪れ､ 楠公 の武装立像, 武装乗馬の 二 種を提示した もの の ､ 神戸

新聞社側が それ ら に満足する ことがなく､ 両者は検討を重ね た結果 ､ 次 の ような要求を満たす

銅像がイ メ
ー ジ さ れた｡ す な わち､ (1) 大桶公精神を形態の上 に表現 し､ (2) 湊川で 戦死する

直前の 緊迫した状況を反映し､ (3) 三万余騎に対して 七百余騎の小隊で 少しも負ける こ となく

戦 っ た迫力を表現 し､ (4) こ う した条件を芸術的に表現す る こ と で あ っ た ｡ そ れ に より ｢公の

誠忠に 対す る追慕崇敬の 念を新た にす ると同時に ､ 楠公精神の宣揚を図り､ 皇室を中心 とす る

国民精神の 滴養普及を企 つ る｣ と された の で ある (『神戸新聞』 5 月 2 2 日付) ｡ つ まり ､
こ の

景観は国家イ デオ ロ ギ
ー

の 装置と して の期待を担 っ たの で ある｡ こ の イ メ
ー ジ作りに は､ 関保

之助が斯道考証の見地か らア ドバ イ ス を与えた｡

こ の ような条件を兼ね備え る湊川公園の銅像は､ 二 条門前の銅像 とは全く別の もの だと主張

された ｡ 神戸新聞社に よる と､ 二 重橋前楠公像が元弘の聖駕奉迎時の 姿で ある の に対し て ､ 湊

川公園の もの は湊川奮戦時の ものだと言う｡ 当初は銅像設置場所と して ､ 湊川神社､ 会下山公
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園な ども考えられ て い た｡ しか し､ 湊川神社 へ の設置は同
一

社内に
一

つ の 神を 二 つ の 形で 稚る

事が法規上不可能で ある こ と､ 会下山公園は湊川公園と同様に古戦場で あるが ､ 湊川公園より

も地理的に遠い と い う こ とで ､ 斉藤の 来神に 際し て踏査が なされ た結果､ 湊川公園に決定され

た ｡

神戸新聞社は こ の 計画を 1 9 3 4 年 8 月 に紙上 で 発表し､ 1 9 3 5 年 よりそれ を積極的に読者に 伝

え て い く｡ 例え ば､ 新春 の読者奉仕と して福引きを行 っ た際､
一

等 と 二等は大桶公銅像模型 ､

三 等は楠公史蹟の 図､ 四等は楠公父子桜井駅訣別図で あ っ た ｡ ま た ､ 1 9 3 5 年 3 月 に は湊川新

開地北部本通りの 商店街を中心 とす る湊川公栄連合会で は 30 日 ま で の 1 5 日間､ ｢ 大楠公銅像

建設協賛大福引き売出し｣ が行われた｡ こ の収益から､ 銅像 の 建設費が寄附された｡

神戸新聞社の 計上 した予算は 2 万 5 千円で ､ 神戸新聞社からは 1 千円を支出したが､ もちろ

ん そ れ で は十分で はなか っ た ｡ そ こ で市民か らの 寄付金の 供出が求められ た｡ 3 月 か らは銅像

へ の寄付者の 氏名と金額が神戸新聞紙上 で公表され始めた｡ そ れを見る と､ 滑川商店をは じめ

とす る湊川神社周辺の 店舗か らだけ で なく､ 姫路や城崎郡や豊岡群な どか らも寄附がなされた

こ とが分かる｡ しかも姫路の 場合､ 姫路会議所から議員や職員から醸金され て い るし､ 軍是と

い っ た工場や機関庫とい っ た職場で集められた金銭も寄付金と して送 られ て い る｡ ま た､ 学校

か らも職員や生徒 ･ 児童か らお金を集め て 寄付金と して 送付され て おり､ 例え ば 4 月 1 0 日付

の 新聞紙上に は城崎郡の 30 校 から の寄付金が紹介され て い る ｡

さ ら に ､ 風水害の被害 に あ っ た飾磨郡家島に お い て も､ ｢ 大忠臣の銅像建設に漏れ て はなら

ぬ｣ と銅像建設の寄付金が拠出された｡ とりわけ家島内の 坊勢で は､ 風水害で 漁船が全部大破

あ る い は流出す る被害を受けた に もかかわらず､ 二 百戸強か ら 1 5 円の寄付金が集められた ｡

こ う した寄付金の収集に対 して ｢ さ う した中からも楠公に捧ぐるこ の尊 い純情的美挙に は
一

般

県民も自ら心 を打たれる もの があらう｣ (『神戸新聞』 19 3 5 年 4 月 2 7 日) と あり､ より
一

層 の

町を挙げて の 壕金の 必要がほ の めかされ て い る｡ こ の ほ か ､ 先述した ｢大橋公展覧会｣ 会場に

備え付け られた章銭箱に集められた金銭が寄附された｡

1 9 3 5 年 3 月 2 0 日 ､ 銅像建立 の ため の 地鎮祭が ､ 湊川神社宮司を斎主 として 執行された｡ そ

の後東京で構造杜という会社に よ っ て製作が続けられた銅像は ､ 4 月 30 日 に鋳工を終え ､ 5 月

2 日 に巣鴨駅に搬出され ､ 鉄道 とト ラ ッ ク に よ っ て 10 日朝 に湊川公園に到着 し､ 1 1 日 に 据え

付けられた ｡ 当初 の 予定で は ､ 銅像 の設置は 1 93 4 年 12 月 20 日 ま で で あ っ た が ､ 遅延 して 大

桶公六百年祭直前に 仕上 げられた の で ある｡ 銅像 の原型製作者 と鋳造担当者も1 1 日 に神戸を

訪れ ､ 台座 の取り付けに 立 ち会 っ た ｡ そ し て ､ 1 9 3 5 年 5 月 22 日午前 10 時､ 銅像 の 除幕式が

行われた ｡ 式 で は林陸相､ 大角海相､ 松 田文相､ 湯津知事らが祝辞を伝え て い る｡ 式 の様子と

して

午前正十時湊川公園入 口正 面 に 吃立 す る銅像前祭壇を中心 に､ そ の 南方及 び西方に設 へ た る大天幕 ､

紅白の 諒幕 あ ざ や か な る所定 の 場所 に藤巻斎主以下祭員並 に参列諸員着席､ 先づ 国家君が代 の 荘重 な

る 修献 あり､ 次 い で 恭 々 しく進 み出た祭主進藤本部長 の 手 で 花尚岩十七尺台座城 ､ 白布 に覆 は れ た る

銅像 は す る す る と除幕 さ れ (以 下略)

と ある (『神戸新聞』( 夕刊) 1 93 5 年 5 月 2 2 日) ｡ 除幕式当日の 22 日 に は､ 湊川神社周辺 の滑

川商店が 中心 とな っ て 模擬店を開き､ 酒､ ビ ー ル
､
サイ ダ ー

､
コ ー

ヒ
ー か ら関東煮､ 焼鳥､ す
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し ､ 赤飯､ 鰻頑等を楠水会席部仲居十五名､ 同階上食堂部女給十人､ - ナ ヤ会席部仲居十五人､

同階上食堂女給十人の ほか､ 共立検芸妓三十余名を併せて 総員八十名と多数の 男性店員に よ っ

て 提供した｡

(5) ロ
ー カ ル を / が作るナシ ョ ナ ル

こ う した､ 神戸観光博覧会､ レ コ
ー ド販売合戦､ 銅像設置､ ま た本稿で は紹介して い な い が

湊川神社に よ っ て 同年に 行われた ｢大桶公六百年祭｣ と い っ た､ 楠木をめぐる
一

連の イ ベ ン ト

は､ 神戸新聞社や レ コ
ー ド会社と い う資本､ 湊川神社と いう宗教､ 兵庫県や神戸市の ロ

ー カ ル

な行政が緊密に結び つ きなが ら行われた｡

全国的に販売網を持 っ て い た レ コ
ー ド会社は､ 神戸市や河内とい う局所で 行われたイ ベ ン ト

に参画 して レ コ ー ドを制作 ･ 販売したo し かもそ の レ コ
ー ドは神戸市を中心的な舞台に して 販

売された｡ ロ ー カ ル な イ ベ ン トを資本化 し､ そ の商品は国家的な レ ベ ル の ア イデ ン テ ィ テ ィ を

喚起 し､ しかもそ れ は局所で集中的に 販売された｡ 資本､ ロ
ー カ ル ､ ナ シ ョ ナ ル の 複雑な関係

が そ こ に はうかがえ る｡

ま た､ 神戸市がイ ニ シ ア チブを取 っ て 催行 した神戸観光博覧会の 発起人の メ ン
バ ー

に は神戸

新聞社が入 っ て おり､ そ の博覧会の 進行状況を逐
一

新聞紙上 で 伝えた し､ 博覧会に合わせ て三

越で展覧会を行 っ て い る｡ 銅像設置にお い て は､ 新聞社が銅像の 建設場所の使用等を神戸市に

願い 出た と こ ろ､ 勝 田神戸市長自らが現地を実査 し場所を指定 した (『神戸新聞』 19 3 5 年 5 月

2 2 日付) ｡ 神戸市は設置され た銅像の 周辺に植樹をした上 で外柵を設置した ｡ さ ら に銅像の台

座表面に飲入した 『大桶公像』 とい う文字の揮毒を勝田市長に 依頼 した と こ ろ､ 1 9 3 5 年 3 月

半ば に水垢離を して 臨んだと い う｡ 神戸市とい う ロ
ー カ ル な政府と神戸新聞社とい う ロ

ー カ ル

な資本が共同して ､ ナ シ ョ ナ ル なイ ベ ン トを作り上げたの で ある｡

しか し､ こ う した ロ
ー カ ル な エ ー ジ ェ ン トの 共同がす ぐに ､ それ に賛同する国民を作り上 げ

る こ と に繋が るわけ で はな い ｡ ロ
ー カ ル な 日常を送る人 々 は､ こ う した ロ

ー カ ル な イ ベ ン ト に

お けるイデオ ロ ギ ー 的な呼びかけ に応え､ 積極的にそ こ に参与す る事で ､ 国民として の ア イデ

ン テ ィ テ ィ を持 つ よう に なる ｡ そ れ は国家か らの 大 々 的な呼びかけとともに ある の だ ろうが ､

それとは少し異なる回路を持 っ て い るよう に思われる ｡ す で に紹介 した よう に ､ 楠公銅像に際

して 一

般か ら の寄付金が募 られた｡ こ れ は神戸新聞社の 金銭的な問題もあろうが ､ 寄付金を通

して 人び との 銅像 へ の愛着心を育もう と い う意図もあ っ た｡ 除幕式の 模様を伝える 19 3 5 年 5

月 2 2 日 の 『神戸新聞』 に は､ 社内会議にお い て

現下 の 非常時局に処 して 適 々 六百年祭 に相当し楠公精神 の 再認識を全国民 に求め て 之を 宣揚す る こ と

が 主要 の 目的な るが 故 に､ 少数の 人士 の 財 に よ る事 は適当な らず ､ 極 め て 零砕の 資金をより多く の 人

士 より集 め全兵庫県民 が､ こ の 銅像 を仰ぎ見 る毎 に､ 彼 等の 拠出せ る少額資金の 集積 に よ りて完成 し

た る もの な る こ と を痛感 せ しめ是 に よ りて 恒 に楠公精神宣揚 に関心を繋 が しむ る に あ ら ざ れば意味を

な さず と の 結論 に 達 し (以下略)

と議論されたとある ｡

実際､ 新聞紙上で は県民や市民の ｢総意｣ とし て の 銅像と いう表現が何度も用い られ て い る｡

それ らは､ 例 えば次の 通りで ある｡
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こ れ こ そ 兵庫県民の 総意 は こ ､ に 見事 な結晶と な っ て 現 はれ た､ 僕 らの
一

銭 ､ 俺 ら が五 十銭､ 県民の

赤誠 こ も る 零細 な浄金が積り構 っ て 出来上 っ た そ の 偉大 な 刀､ 楠公銅像 は金 の 尊 さ をも教 へ て ゐ る

(『神戸新聞』( 夕刊) 1 9 3 5 年 5 月 2 2 日)

金 に糸目の な い 旦那衆相手 の 芸妓二 人の 話 ｢ あ の 立派な 銅像が そ れ 一 銭 二 銭が 横り積 っ て 出来 た ん だ

つ せ｣ ｢ ほ ん ま に な ア お 金は 粗末 に出来 しま へ ん｣ /夜 の 銅像下 に訪れた髭 の 濃 い こ は さ う な紳士 ｢ 折

角釆た の に薄す ぼ ん や り し て皆目や ､ な ん とか 出来ん か な- ｣ と相手の 男 に語 らな さう に話 しか け た ､

そ の 男 ｢ さ う だ ナ ､ 市民 の 手 で 建設 さ れ た銅像 だか ら市の 電気局が大照明灯 ぐら ゐ建 て ､ もよ い ぞ｣

(『神戸新聞』 19 3 5 年 5 月 2 2 日)

後者は湊川公園の銅像付近の様子を ｢描写｣ したもの だ｡ 同日 の新聞に は別の ｢ 描写｣ があ

り､ そ こ で も ｢『こん な銅像が神戸に できたなん て ! 僕か て十銭寄附して こ の 銅像を憶 へ たん

だ』 / 少年た ちが十銭の浄財を出した こと に よ っ て こ の 銅像を仰ぐたび に楠公精神が少年達の

頑に 波打 っ た の だ ､ こ れ以上の 有効且 つ 適切な実際教育が他に あらう か｣ と あり､ や はり銅像

を通 した ｢地域｣ へ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が示され て い るの だが ､ こ の 少年たち の描写の前に は､

銅像 に 対して 挙手す る海軍士官の様子の描写が置かれ て い る｡ こ れ は軍神と して 崇められる楠

木に 対する ､ 軍部の 畏敬の念を示 して い る｡ つ まり こ こ で は ロ
ー カ ル な ア イデ ン テ ィ テ ィ とナ

シ ョ ナ ル な ア イデ ン テ ィ テ ィ が併置され て い るの で ある｡

もちろん ､ ロ
ー カ ル な ア イデ ン テ ィ テ ィ は他の 地域と の競合を通し て獲得されもする｡ 先 に

紹介したよう に ､ 飾磨郡家島で は風水害に遭い ､ 漁船 に深刻な打撃を受けながらも､ な お銅像

へ の献金を行 っ て い る｡ それ はおそらく､ 別の 地域と の競合的な意識とともに ､ ロ ー カ ル な空

間に おける葡金の 論理が働い て い た の で はな い かと思われる｡ い ず れ に せ よ､ ロ ー カ ル な ア イ

デ ン テ ィ テ ィ は ､
日 々 神戸新聞紙上 に掲載される寄付金の情報 (氏名､ 住所､ 金額) を介して

も構成され､ あ る い は強化され たと言え るだ ろう｡

そ し て ､ こ の ロ
ー カ ル へ の ア イ デ ンテ ィ テ ィ は､ ナ シ ョ ナ ル へ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ へ と読み

替えられる ｡ 『神戸新聞』 社説に は ｢兵庫県民有志の協力 に或を言ひ ､ 之 が吾等の 期す る楠公

精神を宣揚 し､ 合 せ て 国民精神を作興する所以で ある｣ と ある し､ 同日 の 紙上 に も東久遠附事

務官池田亀雄 ｢今後永久に独り本県市民の みならず全国民親 しくその 威容を仰い で 国民精神作

興の 上に益する｣ の 談話がある (19 3 5 年 5 月 2 3 日) と ある｡ ま た兵庫県知事の談話に もこれ

に よる ｢郷土徳化｣ と ｢ 国体の 明敏｣ が併置され て い る｡ こ う した ロ ー カ ル へ の ア イデ ン テ ィ

テ ィ の ナ シ ョ ナ ル なそれ へ の読み替えは､ きわめ て両義的で 暖味な言葉を通 して行われ て い る｡

そ れ は先 に 見た よう に併置されるだけ で なく､ 例えば､ ｢ 誰 かが 『これを見て ほん とう に我等

の 楠公だ ､ と い ふ気がす る』 と つ ぶやく｣ (『神戸新聞』 1 9 3 5 年 5 月 2 7 日) と い う言葉か らは､

｢ 誰 か｣ も ｢ 我等｣ も誰な の かが明示される ことなく､ したが っ て そ れ は市民で も県民で も､

は た また国民で もあり得る｡ そ れら自身が担う意味は状況依存的で ､ 限りなく軽く､ か つ 重 い ｡

5 おわ りに

本稿 で は 1 9 3 5 年 に行われ た大桶公六百年祭に平行して 行われた ､ 神戸観光博覧会と神戸新

聞社に よる
一

連の イ ベ ン トに 注目した｡ 神戸観光博覧会で は､ 国家政策 と結び つ きながら日本
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の 歴史や産業を示す物的な展示が行われた｡ しか も､ そ れ ら の物品は つ ね に神戸市という ロ
ー

カ ル な レ ベ ル で の 同様の物品と並置され て い た｡ つ まり､ ロ
ー カ ル なもの と ナ シ ョ ナ ル なもの

が並置される こ と で ､ 局所的な事象と国家的な事象の連続性がほ の めかされ て い た の で ある｡

そ して こ の イ ベ ン ト に は､ 地元 の商店街も同調 した活動を繰り広げて い た ｡

神戸新聞社はこ のイ ベ ン トに共鳴しながら､ 展覧会と銅像設置を行 っ た ｡ 展覧会の展示様式

に は観光博覧会の それと の類似性が認められた｡ ま た銅像設置に お い て は､ 神戸市と の緊密な

連携が認め られ た｡ し かも､ 銅像設置にお い て は､ 地元 の商店街や兵庫県内の ｢地域｣ に おけ

る積極的な奉仕活動や献金活動が認められた｡ そ れ らは地元の ア イデ ン テ ィ テ ィ を呼び覚ま し､

国民と い う主体 へ と吸収し て い く｡ 銅像設置後もナ シ ョ ナ ル で あり ロ
ー カ ル で もある ｢ わ れわ

れ｣ の 誇りとし て の銅像と い うクリ シ ェ が反復され､ 実践的に国家的なア イデ ン テ ィ テ ィ が分

節化された の で ある｡

神戸新聞社はこ うした ナ シ ョ ナ ル なイ ベ ン ト に参画する こ と に より､ 読者 の 関心 を引き､ 経

済的な利益もえて い たはず で ある, ある い は レ コ
ー ド会社 も､ 楠木 に関す る レ コ

ー ドの激し い

販売合戦を繰り広げて い た｡ 国家的なる もの と資本的なるもの との 複雑な結び つ きがあ っ た の

で ある ｡

も ちろん ､ 湊川神社で 行われた大桶公六百年祭で も､ ロ
ー カ ル と ナ シ ョ ナ ル の節合実践は繰

り広げ られ た｡ そ れ に つ い て は ､ 別稿 で検討した い｡
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